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参考業務シリーズ 1 昭和 62年6月2日~6月27日
大学図書館 2階展示ホール

誓喜字版八冊（四巻 各上・下） 美濃判 十二行雷き
原題翌 巻二下・巻三（上・下）のみ存す 印記なし* 「i曽補 古活字版の研究」中巻888頁参照。下巻

展示古書籍紹介

（常磐松文痺）

無刊記 ：元和期刊：

図版362と同種
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古活字版とは、一般に文禄期から近世初期（愛安頃）まで出版された活字本である。
奈良朝から桃山時代に至る印刷は、一枚の版木に絵や文字を彫つて刷る整版であった
が、文禄の役以後朝鮮より新しい活字の印刷技術が導入され、その影菩によりわが国
でも活字印刷が起ってきたのである。国内需要が、百部内外の僅かな小部数であった
ため、組み替え可能な活字印刷が、時問的にも、経済的にも受入れられたゆえんであ
ろう。この流れの中で、腐長年閻 (1596-1615)後半期に本阿弥光悦らが京
都嵯峨の地で出版した流麗な揖物の一群がある a 出版地に因んで嵯峨本と呼ぶが、光
悦自らが版下を醤いたものを乃光悦本」といい、角倉素雁が出版に関与したといわれ
ることにより「角倉本；とも称される。雲母摺料紙に挿絵入り平仮名交り本という画
期的な出版であった。しかし、これら活字版は、寛永期に入り、学問の普及および出
版の隆盛により、大星需要に対応できる整版印刷へとふたたび流れをかえていくので
ある。
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狭衣 （黒川文犀）
古活字版八冊（四巻 各上・下） 美濃判 十二行書き 無刊記 ［元和期刊］
原丹表紙・原題筏あり 印記 「黒川真頼蔵書j 丸印「黒川真頼； 「黒川真
道蔵醤」

* 「増補

狭衣 （黒川文胆）
古活字版四冊（四巻 各上・下合冊） 美栞判 十二行呂き 無刊記 ：元和期
刊： 文化十年 (18 1 3)源道別校合 墨・朱・肯 お・ヘ・ゑ・ゐ等手言
にて改ざんあり c 巻三之上 ：：：：十六～二十七丁手写 印記 ？祈宮城湿蔵~
（水野忠央） 「朝田家蔵香J: 岸本家蔵醤］ ’平乃由豆流」 （岸本田豆流）
月明荘；（反町茂雄） r鍾礼岳文屈」 r黒川真道蔵国；
＊ 「増補 古活字版の研究」中巻888頁参照 c 下巻 図版363と同種

太平記 （山岸文犀）
古活字版二十一冊（目録• 四十巻） 美漿判 十二行芦き 刊記 t悶長十年乙巳
(160 5}九月上旬日； 全冊に合点・朱箔自入れ 一部塁筆匹入れ

印記 「湖東／最明寺／山田一＇ 「山岸文庫； （山岸徳平） 箱入
伊努物語 （黒川文犀）
古活字版二冊（上・下） 美濃判 麿長十四年 (1609)板絵入 角倉本
（表紙墨祖） 印記 「黒川真頼蔵習」 「黒川真道蔵因」
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撰集抄 （黒川文庫）
古活字版二冊（九巻） 美濃判 九行書き 無刊記 角食本（表紙朱書）
印記 「小汀氏蔵雲j (小汀利得） 「黒川真頼蔵書； 丸印 r黒川真頓-
「黒川真道蔵醤」 月明荘」（反町茂雄）
＊ 「増補 古活字版の研究ー下巻 図版 282と同種
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光悦うたひ本 （別置）
古活字版複製三帖 半祇判 列帖装 東京 日本古典文学刊行会 昭和四十七生
刊付別冊解茜原本東洋文匝所蔵悶長期刊

内容は実盛・ゆや・狸々の各謡

／
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宇津保物語 （黒川文罪）

古活字版二冊（上・下） 美濃判 十一行十九字詰 無刊記 ［屡長期刊：
印記 「温故堂文庫」 （塙忠詔） 「黒川真頼蔵渇」 「黒Iii奥迫祓渇」
「黒川真前蔵雷；* 「i曽補 古活字版の研究」上巻 51 1頁参照。下巻 図版349と同稲

古活字版の研究」中巻888頁参照。下巻 図版363と同種
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（別陸）
昭和四十八年刊
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きのふはけふの物語 （山岸文痺）

古活字版一冊 美涅判 十一行習き 無刊記 巻末「吉沢本（吉沢義則）昭和
三十年二月中院 岸廼舎 J 印；G ~ 山岸文犀J(山岸徳平） 方平出氏湿室記；
（平出鐙二郎） 平出鰹痴旧蔵本 六十一話
短編の笑話集。古活字版十行本系に近い。

10 ちくぶしまのほんじ
古活字版複製一冊 半紙判 東京 日本古典文学刊行会
付 別 冊 解 題 原 本 横 山 唱 氏 蔵 古 活 字 丹 緑 本
交田元次氏、 ']I汀閂得氏のi日祓木て刊広ては他に伝，応のない孤本てあ<':;0 
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11 （黒川文店）
十三行忠き 無刊記 勺訂永期刊 1 原丹表祇 第一巻
「黒川真頼蔵舌： 「黒川真適蔵~-~ 門黒川真前蔵老］

枕草子
古活字版五冊 美渡判
のみ朱箪円入れ 印記
一青木印 （百木信r}c}

＊ 刀酋 ~Ii 古活字版の研究j中巻89 1頁参照。下巻

し
図版383と同種
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12 徒然草
古活字版二冊（上・下） 美濃判．十二行国き 無刊記

み朱書入れ 印記 「黒川真穎蔵書」 「黒川真道蔵苫~* 「i曽補 古活字版の研究」中巻893頁参照。

13 "'百五
叩ロロ

古活字版二冊（十巻） 美濡判 七行書き 無注

酒原宣賢序 印記 「碩水蔵需」（楠本碩水）
楠本碩水略伝別紙一枚あり

* Ci普補 古活字版の研究」上巻87頁、 11 0頁参照 c

（常磐松文厘）

無刊記 天文二年 (1533 l 
「三井家翌蔵；

．
 

／＼ 

14 節用集 霰刻易林本
古活字版一冊（上巻） 美濃判 七行十四字詰 無刊記
識語「麿長十五庚戌 (161 0) 誓願寺長翁」 印記

―一馬」 （川瀬一馬）
＊ 直増訂 古辞書の研究」 819頁参照。
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棠陰比事

桂万栄撰居延田校
朝鮮古活字版一冊（三巻） 大形本 十行畠き 無刊記

（藤原捏窟） 「銹斎居士」「富岡百練」 （富岡鉄斎）
文犀」 （小汀利得〉ほか

宋の桂万栄の著した裁判小説集。

参考資料
0 ~ 増補
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古活字版の研究」

古辞書の研究」

黒
川
真
道
絋
書

黒川真頼蔵書印

（上・中・下巻）

川瀬一馬著

黒川真道蔵書印

川瀬一馬著

雄松堂出版

印記 「冷泉府宮」

9小汀氏蔵醤」「小汀

昭和六十一年刊

黒川真前蔵書印

（黒川文犀）
［元和期刊］ 上巻の

（常磐松文犀）

：鹿長期刊：
―三柚書屋；

（常盤松文嘩）

昭和四十二年刊

喜
ー

山岸徳平蔵需印

水野忠央蔵書印

楠本碩水蔵器印

奎
咄
琶

奎
史
圏
副

平出鰹二郎蔵書印

塙忠詔蔵書印

青木信虎蔵雷印

圃
貨岡鉄斎蔵雷印

朝
四
家
歳
書
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岸本由豆流蔵書印
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小汀利得蔵書印
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藤原裡席蔵書印




